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リーダ 
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形態/読取り方式による分類 

バーコードリーダ   ペン式   

CCD 式 

レーザ式   

ペン式リーダの例 CCD式リーダの例 レーザ式リーダの例 

    

図1-2 読取り方式による分類 

図1-1 形態による分類  

 

 

 

 

 

バーコードリーダ 分離型 スキャナ 

復号器（デコーダ） 

一体型 
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使用形態による分類 

バーコードリーダ   手持式   

固定式   

        

図1-3 使用形態による分類 
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シンボルタイプ/リーダタイプによる分類 

 

 

 

 

バーコードリーダ 1 次元シンボル型 

2 次元シンボル型 

図1-4 シンボルタイプによる分類 

 

 

 

 

 

 

 

 
バーコードリーダ バーコードターミナル 

 
 

図1-5 リーダタイプによる分類 
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読取り範囲による分類 

 

 

 

 

 

 

バーコードリーダ 1 軸読取り範囲 

2 軸読取り範囲 

3 軸読取り範囲 

図1-5 読取り範囲による分類 

①1軸読取り範囲図をもつバーコードリーダ：一本の固定読取りビームをもち、バーコード又は
バーコードリーダのどちらか一方を動かしてバーコードを読取るタイプのバーコードリーダを示す。
例えば、ペン方式のバーコードリーダ、スロットリーダ又はバッジリーダと呼ばれる、溝にバーコー
ドを手動でスライドさせてバーコードを読取るバーコードリーダなどがある。 
②2軸読取り範囲図をもつバーコードリーダ：一つの平面上を走査するビーム(光学的又は電子
的)でバーコードを読取るものをいう。例えば、CCD方式のバーコードリーダ、レーザ方式のバー
コードリーダがある。 
③3軸読取り範囲図をもつバーコードリーダ：複数の平面上を走査するビーム(光学的または電子
的)でバーコードを読取るものをいう。例えば、レーザビームを単一平面だけでなく、その単一平
面を縦方向に振らせるラスタ方式と呼ばれるバーコードリーダ、エリアセンサを用いたバーコード
リーダ等がある。ラスタ方式のバーコードリーダはマルチローの2次元シンボルを読むことができ
る。エリアセンサを用いたバーコードリーダは、マルチロー及びマトリクスタイプの2次元シンボル
を読むことができる。 
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リーダ指定の項目 

 

項目 タイプ 使用例 

構造 一体型  

読取り方式 CCD 方式 

使用形態 手持式 

シンボルタイプ 2 次元シンボル型 

機能 バーコードターミナル 

読取り範囲 3 軸読取り範囲 

 

 

表1-1 リーダ指定の項目 
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半導体レーザの特性 

半導体レーザの 
スポット径特性 

スポットと 
読取り距離 
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受光素子 

受光素子 
 フォトダイオード（Photo Diode） 
 フォトトランジスタ（Photo Transistor） 
 リニアCCD 
 エリアCCD 

外乱光の影響を低減する方法 
 光学フィルターを用いる方法 
 光源をチョッパ駆動する方法 
 周囲光を遮蔽する方法 
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A/D変換 

固定式 
（単純2値化） 

隣り合う山と谷の
中間点を閾値に
する方法 
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A/D変換 

入力波形の位相を
ずらして重ね合わせ、
交差する点を変換
点とする方式 

信号の変換点を検
出する方式 
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A/D変換 

信号の直流成分に
よって閾値を決める
方式 

位相を反転して交点
を信号の変換点と
する方式 
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読取り原理 
 

  

 

照明光源 光学系 

受光素子 

アナログ処理 

デジタル処理 

復号処理 

インタフェース回路 

制御部 

1 2 3 4 5

電源 

外部装置 

図1-7 
バーコードの読取原理  
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鏡面反射と拡散反射 

 

 

 

鏡面反射 
（金属面、光沢のある紙） 

拡散反射 
（普通紙等） 

光源 光源 

図1-8 鏡面反射と拡散反射 
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読取り原理 
 

 

 

  

   

スキャナのセンサが、バーコードからの光   
の反射の強弱を、電気信号（アナログ波形）   
に変換する   

  

光源   

LED 、レーザなどの光源でバーコードを   
照射する   

  バーの黒い部分は光を吸収し、スペース   
の白い部分は拡散反射する   

照射   

反射   

アナログ処理   

デジタル処理   
さらに、デジタル化処理により、コンピュータが   
処理可能な ” 0 ” 又は ” 1 ”に変換する   

“ 0 ”   

“ １ ”   

復号処理   
” 0 ” 又は ” 1 ”の幅のデータを元に、バーコード   
で表された情報を復元する   

＊１２３４＊   

図1-9 
バーコードの読取原理 
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反射率差とアナログ派形 

 

 

図1-10 反射率差とアナログ波形 
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ペン方式の構造 

 

 

  

 

復号処理基板 

光源 フォトセンサ 

バーコードラベル 

 

図1-11 ペン方式の構造 
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ペン方式の動作原理 
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CCD方式の構造 

 

復号処理基板 

CCD センサ 

レンズ 

ミラー 

光源 

図1-12 CCD方式の構造 
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CCD方式の動作原理 
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レーザ方式の構造 

 

 

  

 

 

図1-13 レーザ方式の構造 
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レーザ方式の動作原理 
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走査パターン 

 

シングル型 

 

 

ラスタ型 

 

 

オ 型 

 

 

 

 

 

 

図1-14 走査パターン 
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走査パターン 

 

 

 

 

 

 

 

オムニ型 

 

 

デルタ型 

 

 

 

図1-14 走査パターン 
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光源波長 

 

  

種類 波長（nm） 

LED 
赤色 620～680 

赤外 880～940 

レーザ 

He-Ne 633 

半導体 
赤色 660～680 

赤外 780 

 

表1-1 代表的なスキャナの光源波長 
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色の組み合わせと反射率との関係 

 

 

 

 

  

反射率差が大きい 反射率差が小さい 

黒 

白 

黒 

青 

図1-15 色の組合せと反射率の関係 
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RS232Cに一般的な接続方法 

 

 

   
FG （ フレームグランド ）   
SD （ 送信データ ）   
RD （ 受信データ ）   
RS （ 送信要求 ）   
CS （ 送信可 ）   
DR （ データ セットレディ ）   
ER （ データ 端末 レディ ）   
GND （ グランド ）   

FG （ フレームグランド ）   
SD （ 送信データ ）   
RD （ 受信データ ）   
RS （ 送信要求 ）   
CS （ 送信可 ）   
DR （ データ セットレディ ）   
ER （ データ 端末 レディ ）   
GND （ グランド ）   

図1-16  RS-232Cの一般的な接続方法 
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評価仕様 

 

  

 

  チルト角 スキュー角 ピッチ角 

図1-17 バーコードスキャナとバーコードの位置関係の定義 
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評価仕様 
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評価仕様 

 

  

 

パラメタ 1 軸 2 軸 3 軸 

分解能 ○ ○ ○ 

走査速度 ○ － － 

読取り範囲図 ○ ○ ○ 

チルト角 ○ ○ ○ 

ピッチ角 ○ ○ ○ 

スキュー角 ○ ○ ○ 

                   注） ○：測定する、－：測定しない 

 

表1-2 バーコードリーダの分類別測定パラメタ 
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評価仕様 

図1-18 2軸読取り範囲図の例 
 

 

   

A   B   

R   

２軸スキャナ   

M   

N   
O   

P   

スキュー角  = XX°   
チルト角 = XX°   
ピッチ角  = XX°   

シンボル体系 :  YYYYYYYY   
シンボルコントラスト : ZZ %   
周辺光 : xxx lux   

細バーの   寸法  = x . xx mm   
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評価仕様 

テストチャートNo1 
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評価仕様 

テストチャートNo2 
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評価仕様 

シンボルコントラスト表 
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読取り原理 

図1-23 印字サンプル 
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リーダとバーコードのバラツキ 

個
数

エレメント幅

リーダの
バラツキ

不読

バーコードの
バラツキ

個
数

エレメント幅

リーダの
バラツキ

不読

バーコードの
バラツキ

図1-24 リーダとバーコードのバラツキ 
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プリンタ 
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プリンタの基礎 

図2-2 ピエゾ方式の動作原理 

図2-1 インク定着の様子 
インクには染料系および
顔料系の2種類がある。一
般に、染料系インクが用
紙に着滴すると繊維にま
で滲み込むため広がり滲
みを生じる。顔料系インク
は用紙に着滴しても乾燥
までに時間を要する。 

ピエゾ方式は電圧を
加えることにより変形
する圧電素子を用い、
インク滴を噴射する方
式である。 
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サーマルジェット方式の動作原理 

図2-3 サーマルジェット方式の動作原理 

サーマルジェット方式は熱を加えることにより細管内のインクを 
沸騰させて気泡を作り、気泡の圧力によってインクを噴射する方式である。 
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感熱式および熱転写式印字の様子 

図2-4 感熱式および熱転写式印字の様子 
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解像度 

表2-1 代表的なdpi 

細エレメント幅を3ドットにすると太エレメント幅が2.5倍で
は7.5ドットになる。ドット単位に割り切れないため、正確な
太細比（2.5:1）が実現できない。 
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感熱式プリンタ 

図2-5 感熱式プリンタ 

特徴：感熱方式を採用したラベルプリンタは、インクリボンが不要のためプ
リンタ構造がシンプルでメンテナンスが容易である。その反面、ラベル基材
がサーマルラベル（感熱紙）に限定されるため、熱、紫外線に弱く長期間
使うラベルには不向きで、使用できる用途が限定される。 
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熱転写式プリンタ 

図2-6 熱転写式プリンタ 

特徴：熱転写方式のプリンタのほとんどが感熱方式と兼用型となってい
る。一般的な紙以外にPET、合成紙等の様々な基材に印字が可能なた
め、耐熱・耐候などの用途にも使用できる。その反面、インクリボンが使
い捨てのため、サーマルラベルに比べてランニングコストが高くなること
や、インクリボンとラベルに適性があり、使用する基材の選定には注意
が必要である。 
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インクジェット式プリンタ 

図2-7 バブルジェット方式（サーマルインクジェット方式） 

図2-8 サーマルインクジェット方式 

図2-9 ピエゾ素子方式 

特徴： 
・低価格でフルカ
ラー印刷が可能。 
・用紙がインク
ジェット専用に限定
される。 
・ラベルの発行速
度が遅いため、大
量発行には不向き 
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レーザ方式プリンタ 

図2-10 
レーザ方式 

① 帯電器で感光ドラ
ムを帯電させる。 
② 書き込み光で感光

ドラム上に静電潜像
を形成する。 
③ 現像機でトナーを

付着させて現像し可
視像とする。 
④ 電気力によりト

ナーを感光ドラムから
用紙に転写する。 
⑤ 用紙に転写された

トナーを熱や圧力で
用紙上に定着させる。 
⑥ 感光ドラム上に

残ったトナー、静電像
をクリーナーと除電器
で除去する。 
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レーザ方式プリンタ 

特徴 
 ・高速印字、高品質印字が可能 
 ・普通紙に印字可能 
 ・印字後の耐久性に優れている 
 ・低騒音 
短所 
 ・装置本体が大きくて重い 
 ・消費電力が多い 
 ・高価 
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バーコードマスタ 

図2-11 一般的な印刷工程 
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図2-12 網点印刷の例 

バーコードマスタ 
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商用印刷 

表2-2 版の形状による印刷方式の分類 
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図2-13 印圧の加え方による分類 

商用印刷 
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検証器 
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図3-1 光学的配置 

検証装置の光学的配置 
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図3-2 測定領域 

測定領域 
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図3-3 走査反射率波形 

走査反射率波形 
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1 包括的閾値の決定： 包括的閾値（GT：Global Threshold）を決定。 
 GT＝（R max＋R min）/2  または  GT＝R min＋（SC/2） 
2 エレメントエッジの決定： 走査反射率波形で、隣り合うスペースエレメント（Rｓ）とバー
エレメント（Rb）との中間点。   エレメントエッジ＝（Rs＋Rb）/2 
3 最小反射率の決定： 走査反射率波形の中で、最小反射率（R min）を決定。1つ以上
のバーの反射率が最大反射率（R max）の1/2以下。  R min≦R max×0.5 
4 最小エッジコントラスト値（EC min）の決定： 走査反射率波形の中で、隣り合うスペー
スエレメントとバーエレメントで、スペース反射率からバー反射率を減じた値の最小値。 
5 シンボルコントラスト（SC）の決定： 走査反射率波形の中で、シンボルコントラストを決
定する。  SC＝R max－R min 
6 変位幅（MOD）の決定： シンボルコントラスト（SC）に対する最小エッジコントラスト値
（EC min）の比率。  MOD＝（EC min）/SC 
7 エレメント内の反射率不均一性の決定： エレメント内の反射率不均一性はバーおよ
びスペース内の反射率で不均一な値の最大値。 （ERN：Elements Reflectance Non-uniformity） 

8 欠陥（Defect）の決定： 欠陥はシンボルコントラスト（SC）に対するERN maxとの比率。 
 Defect＝（ERN max）/SC 
9 復号容易度の決定： 各シンボル仕様の「参照復号アルゴリズム」によって復号する時
の復号しやすさの度合い。 
10 復号の完成： 各シンボル仕様の「参照復号アルゴリズム」によって復号できた時、復
号は合格。 

評価項目 
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図3-4 総合グレードの判定 

総合グレード 
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ご清聴、ありがとうございました。 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58

